
編
集
室

○○○○○○○○

　

《
さ
び
し
さ
は
鳴
る
。》
と
印
象
的
な

文
章
で
、
綿
矢
り
さ
さ
ん
の
『
蹴
り
た
い

背
中
』
は
始
ま
り
ま
す
。
金
原
ひ
と
み
さ

ん
の
『
蛇
に
ピ
ア
ス
』
と
と
も
に
第
１
３

０
回
芥
川
賞
受
賞
の
話
題
作
で
す
。

　

と
も
に
20
歳
で
、
綿
矢
さ
ん
は
早
稲
田

大
学
２
年
生
。
若
さ
と
「
女
性
作
家
」
に

話
題
が
傾
く
な
か
で
、「
現
在
の
文
学
界

は
す
で
に
女
性
作
家
で
も
っ
て
い
る
…
…

か
つ
て
の
芥
川
賞
に
は
そ
れ
を
評
価
す
る

セ
ン
ス
が
な
か
っ
た
だ
け
の
話
」
と
文
芸

評
論
家
の
斎
藤
美
奈
子
さ
ん
が
軽
い「
毒
」

を
放
っ
て
い
て
痛
快
で
し
た
。

　

以
前
あ
っ
た
「
サ
ン
ト
リ
ー
・
ミ
ス
テ

リ
ー
大
賞
」
は
、
唯
一
、
公
開
の
選
考
会

が
特
色
で
し
た
。
そ
の
席
で
選
考
委
員
の

開
高
健
さ
ん
（
故
人
）
は
、「
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
一
行
と
出
合
い
た
い
。
そ
れ
だ
け
が

私
の
選
考
基
準
」
と
言
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
一
行
。
こ
と
に
書
き
出

し
の
一
行
に
は
、
大
作
家
も
悩
み
、「
お

れ
は
無
能
だ
」
と
当
り
散
ら
し
た
と
い
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
事
欠
き
ま
せ
ん
。

　

卒
業
の
日
。
社
会
人
へ
の
一
歩
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
書
き
出
し
の
一
行
」
を
心
に
書

き
と
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
多
様
な
表
現

で
。
の
ち
に
、
人
生
と
い
う
作
品
を
振
り

返
り
、
原
点
を
み
つ
め
る
た
め
に
も
。

　
　
　

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）
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若者の知恵に期待
　3月は別れの季節であり、つぎの出会いへの
準備の時でもある。ついこの間、高校出たての
初々しい顔で入ってきた新入生たちが、明日か
らは社会人となる。新しい門出を祝って杯を挙
げたい。
　しかし、その前に考えておきたいことがある。
私のゼミでは毎年『経済財政白書』を読んでい
るが、2003年度の白書が取り上げていた問題の
1つが「高齢化・人口減少」の問題である。「高
齢化」は普通「少子化」とセットで取り上げられ、
人口構成の変化という視点から論じられる。「高
齢化」によって介護などの新しいビジネスが登
場する一方、「少子化」によって幼稚園・保育
園から大学まで、若年層を相手とするところは
厳しい対応を迫られてきた。
　これからの大事な問題は人口減少である。白
書によると、少子・高齢化が急速に進む中で死
亡数が出生数を上回り、日本の人口は2006年の

1億2774万人をピークにして減少に転ずる。単
なる人口構成の変化を超えた問題が現実化す
るのである。そして2050年にはおよそ1億60万
人と、現在の8割以下になると予測されている。
2050年といえば40年以上先の世界で不確実なこ
とが多いが、今年大学を卒業する若者が高齢者
の仲間入りをしていることだけは確かである。
その頃には若者はさらに減少し、今以上の高齢
社会になっているかもしれない。
　人口減少は今後の景気に深刻な影響を与える。
これまでは一時的に景気が後退しても、人口増
加という基調があったために、長期的には経済
は成長を続けた。しかし、これからは、人口と
ともに住宅需要や個人消費も減少し、放ってお
けばマイナス成長が定着する。われわれはこれ
まで考えもしなかった未知の世界に足を踏み入
れるのである。
　マイナス成長を甘んじて受け入れるか、それ
とも人口減少分を補うような新たな成長分野を
見い出すか、これからの40年はまさに今社会に
巣立つ若い人たちの知恵にかかっている。心か
ら応援したい。

広報委員　袴田兆彦（商学部助教授）
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